
2026 年度 児童養護施設光明童園 事業計画（案） 
 

１．事業目的・経営方針                                       
①基本理念                                           
「和顔愛語」をスローガンとし、光明童園を利用するすべての子どもの権利を確保し、最善の利益を追
求するとともに、将来、社会の一員として自立できるよう支援することを目的とする。また、退所者へ
の十分なアフターケアが行えるよう、積極的に地域・社会へ働きかけていく。 
②基本方針                                           
□ 「報恩感謝の生活を実践し、強く明るく生きぬき、常にわが身を省み、互いに敬い助け合う」そのよ
うな人間に育成するため、「浄土真宗のみ教え」を根幹とし、「よろこびあえる光明童園」の実現を目標
に支援を行っていく。 
□ 「来て良かった」と思える光明童園を目標とした伴走型支援の提供。 
□ 全職員が光明童園の運営・発展の担い手として、主体的意識と責任をもつ。 
□ 縁があってかかわったすべての子どもに対して、分け隔てがあってはならない。 
□ 子どもの養育・支援にあたっては、その最善の利益を常に考慮する。 
□ 法令・制度や児童福祉のニーズを常に把握し、運営の発展、支援の向上および標準化を図る。 
２．組織体制                                          
①入所者定員                                          
施設の小規模化・地域分散化・多機能化をよりスムーズに実現していく為、定員を 52 名【本体施設 30
名（※内分園型小規模グループケアホーム 18名）・地域小規模児童養護施設 22 名】とする。 
②児童編成(R8.4.1 予定)                                       

 ３歳未満 未就学児 小学生 中学生 高校生 その他 合計 
男 0 1 7 5 7 1 21 
女 0 2 5 4 5 0 16 
合計 0 3 12 9 12 1 37 

③職員構成                                    別紙１・２  
園長 1 自立支援担当職員 4 地域支援員補助 4 
副園長 2 心理療法担当職員 1 調理員補助 2 

統括リーダー 4 看護師 2 宿直専門員 7 
ケアワーカー 42 栄養士 2 嘱託医 1 

一時保護専用施設職員 4 事務員 2 産業医 1 
子育て短期支援事業職員 1 調理員 3 

総合計 90 名 
児童育成支援拠点事業職員 1 ケアワーカー補助 6 
④職員配置                                            

施設形態 名称 性別 正規 非正規 宿直専門 

本園 
こはくホーム 男 4 1 0 
なごみホーム 女 4 3 0 

分園型小規模グループケア 
ひびきホーム 男 6 0 1 
くるみホーム 女 3 1 1 
しずくホーム 男 5 0 0 



地域小規模児童養護施設 

和光ホーム 男 5 0 1 
慈光ホーム 女 4 1 2 
いぶきホーム 男 4 0 1 
えそらホーム 女 5 0 1 

一時保護専用施設 いこいホーム 女 4 0 0 
子育て短期支援事業 ひすいホーム（仮） - 1 0 0 
児童育成支援拠点事業 ちちんぷい - 1 4 0 

３．児童処遇                                            
【Ⅰ】養育支援                                            
目的                                               
児童・職員が家庭的な生活をイメージできる経験を積む機会を設ける。また、様々な行事や生と性の学
習を通し、より豊かな社会性や努力することの尊さを養うとともに、自尊感情や自己肯定感の向上を図
る。 
①食育                                        別紙３  
□1 各ホームに設置されたキッチンを活用し、『ホーム de クッキング』（配給された金額内で食事計画を
立てる）などにより、献立計画・買い物・調理をホームで行う。 
□2『ひかり農園』で野菜などの栽培を行い、食物の育ちを感じる機会を多く作る。 
□3 調理実習を行い、料理を「作ること」「食べること」に興味を持たせ、実践につなげる。 
②健康管理                                              
□1 毎年 4 月/9 月に嘱託医健康診断を実施する。 
□2 インフルエンザ等の予防接種 
□3 二人目の看護師を配置。 
③行事関係                                                 
旅行などの行事を棟単位またはホーム単位で企画・運営し、企画にも児童が参画できる機会をつくる。
また、熊本県養護協議会が主催する施設スポーツ大会、地域や学校が主催する行事やスポーツ大会に積
極的に参加する。 
④性教育                                            
子どもたちのこころやからだの成長や変化、思春期を迎えての二次性徴や戸惑いや不安、そして、恋愛
や男女交際など、常に子どもたちの性と生に向き合う場面がある。性(生)教育に関してしっかりと子ども
と向き合い、ときにはざっくばらんに語り合える人間関係を築くために、社会的養護における「性」を
テーマとした研修への積極的な参加や学習の機会を設けることで、職員間の意識の向上を図るとともに、
子どもたち一人ひとりの「こころとからだ」「性と生」を豊かに育む。 
⑤情操教育                                                                                   
浄土真宗のみ教えを根幹とした支援を行っていくにあたり、宗教の自由を尊重したうえで、下記の行事
への参加を促す。 
□1 西念寺にて行われる月一度の勤行や定期的に行われる法要やイベントへの参加 
□2 浄土真宗本願寺派全国児童養護施設連絡協議会への職員派遣 
□3 西本願寺（京都）で行われる児童念仏奉仕団や全養本派クラブ主催行事への児童参加 
□4 職員対象の講演会や西念寺で行われる法座や講座などへの参加 
⑥家庭支援                                      別紙４        
統括リーダー4名を部門ごとに配置し、専属勤務体制の中、ソーシャルワークの充実を目標とし、家族へ



の行事連絡などの手紙の送付や家庭訪問を行い、入所している児童の家庭復帰に向けた支援（帰省支援・
親子面会の調整・保護者に対し子育てに関する助言等）を行う。 
⑦小規模化・地域分散化                                 
地域の民間住宅を活用し、近隣住民との適切な関係を保持しつつ、家庭的な環境の中での支援を実施す
ることにより、児童の社会的自立の促進及び、個別的な支援を展開する。また、食材の買い物をそれぞ
れのホームで実施することで、ホームごとでの食育にも力を入れていく。 
⑧ライフストーリーワークの実践                                    
□1 隔月県内で行われているライフストーリーワーク（以下 LSW）の勉強会に参加 
□2 職員一人一人がLSWの視点を生活場面の中で活用し、利用者自身が現状を肯定的に受け止め、かつ、
楽観的に将来のことをイメージできるような支援につなげる。 
⑨ホーム単位での誕生会                                        
毎月ホーム費を支出する際、ホームに誕生者がいる場合は、ケーキ代としてホーム費とは別に 3,000 円
を支給し、誕生日にホームで誕生会を開き誕生者を祝う。さらに、小学 3 年生以下 1,000 円/人、小学 4
年生～6年生1,200円/人、中学生以上1,400円/人を支給し、ホーム単位での誕生日外食や調理等を行い、
自分だけの特別な日を提供する。 
【Ⅱ】自立のための援助                                       
目的                                              
社会体験事業や様々な実習等を通し、自らの将来に目を向け、速やかな自立・自律に向ける意識を養っ
ていくとともに、退所後も安心した生活を送ることができるよう、様々な関係機関とのつながりを積極
的に構築し、きめ細やかな支援を提供する。 
①自立支援                                             
□1 卒園生による講演会 
□2 中学３年生以上を対象とした社会体験事業の実施（利用者自身が企画・実行し、その交通費を支給
する） 
□3 外食や調理実習、おやつ買い物学習（幼児・小学生のみ/ホームごとに毎週実施） 
□4 携帯電話所持（児童の状況に応じて） 
□5 Wi-Fi の開放 
□6 家庭生活体験事業の実施 
□7 アルバイトの奨励 
□8 措置延長、児童自立生活援助事業Ⅱ型の積極的活用 
□9 自立生活支援事業の活用（３か所） 
②就職・進学・学習指導                                        
□1 実習の受け入れ先及び就労委託先の開拓 
□2 学習塾の奨励 
□3 大学や専門学校への進学の奨励 
【Ⅲ】アフターケア                                         
目的                                              
施設退所後の孤立の防止を第一義とし、全ての退所者を対象に「日常的な生活支援」「生活問題への対応・
解決」「精神的な支え」「親子関係の再構築」「自分史の再構築」などの包括的な支援体制を整え、退所後
も安心して施設を頼ることができるようにする。また、可能な限り退所者の生活状況の把握・可視化に
努める。 



①自立支援担当職員の複数配置                             別紙５       
□1 勤労の基礎的な能力及び態度を育て、利用者がその適性、能力等に応じた職業選択を行うことができ
るよう、適切な相談、助言、情報の提供、実習、講習等の支援により職業指導を行うとともに、就労及
び就労後の支援を行う。 
□2 利用者が退所後も安心した生活を送ることができるよう、担当ケアワーカーと連携し、退所前から利
用者と様々な関係機関とのつながりを構築し、きめ細やかな支援を提供する。また、実習の受け入れ先
及び就労委託先の開拓、関係機関との連携等、利用者のニーズに合わせて積極的に実践する。 
②アフターケア                                         
□1 退所後の退所時の状況や利用者との関係性に応じて、統括リーダー・自立支援担当職員・前担当ホー
ム職員等が中心となり、それぞれのニーズに合わせて、必要な社会資源と退所者をつなぐ。 
□2 ひかり便 
□3 金銭管理支援 
③児童自立生活援助事業Ⅱ型 
□1 措置解除後も必要に応じた支援の実施。 
□2 児童自立生活援助事業の２か所目を開設。 
４．職員処遇                                            
目的                                              
虐待や発達障害など児童に関する社会問題の多様化に伴い、入所児童の多様化・問題行動の増加が進み、
職員一人一人の知識・技術の向上や行動力が求められている一方、雇用管理上、人材確保や職場定着に
焦点をあてた取り組みや職員の健康障害の防止・健康の保持増進に関する対応も求められている。そこ
で、日々の OJT、スーパービジョン、人事考課、キャリアパスを充実させ、施設の理念や方針をもとに
自己判断ができるような職員を育成するとともに、外部研修等にも積極的に参加し、職員の仕事に対す
る意欲の向上を図る。 
①人材育成                                            
□1 職員個別の研修計画を策定（人事評価の目標面接にて） 
□2 応援ミーティングを毎月実施（偶数月をくまもと芦北療育医療センターの倉津CP・奇数月を吉田病
院の興野Dr に依頼） 
□3 新任職員事前学習 
□4 施設見学の実施 
□5 親支援に関する研修会や法座等への参加の奨励 
□6 その他施設外研修 
□7 直近上司とのスーパービジョン面接を毎月実施 
□8 OJT 計画表(個人)を作成し、半年ごとに直近上司との振り返りを行う 
□9 人事考課表の自己評価をもとに、半年ごとに直近上司との振り返りを行う 
□10 関係機関との障害者就労支援会議の実施（毎月） 
□11 指導職を対象としたマネジメント勉強会の実施。（毎月） 
②人材確保                                           
□1 実習や施設見学等の積極的な受入れ 
□2 実習生受入れのマニュアルを策定し、施設の特色を活かした実習プログラムを実施 
□3 SNS や広報誌を活用した求人案内 
□4 オンラインを含む見学会の実施 



□5 大学等への出前授業 
③人材定着                                           
□1 意向調査を目的としたアンケートの実施（年 1回） 
□2 状況の変化に合わせた業務マニュアルの変更 
□3 年休取得一覧の配布 
□4 誕生日の勤務配慮 
□5 ７連休の奨励 
□6 スーパービジョン体制の構築 
□7 年末年始の勤務・宿直に関する手当支給 
□8 委員長に対する手当支給 
□9 ４週９休制度 
④委員会活動                                           
正規職員はいずれかの委員会に各部署での抜け・重複がないように所属する。毎月実施される就業改善
委員会に各委員長も参加することで、職員一人一人が組織の一員であることの意識を高めるとともに、
より良い組織運営、チーム支援へとつなげる。 
□1 渉外広報委員会 
【目的】地域や他機関をはじめとする外部関係者との連携を促進し、必要な情報を適切に発信する。 
【内容】ホームページ・SNS 管理、パンフレット・広報誌作成、ボランティア受入窓口、学校連絡会調
整、第三者評価対応、後援会組織の対応等の業務 
□2 環境衛生委員会 
【目的】子どもの生活環境および職員の労働環境について、安全性・快適性の維持・改善を図る。 
【内容】食品等衛生、食育、防災・危機管理、環境整備、職員厚生、労働衛生等の業務 
□3 支援向上委員会 
【目的】日常ケアの枠を超えて、子どもへの支援向上に必要な取り組みを検討・実施。 
【内容】自立支援、学習支援等、支援の標準化及び支援力向上に関する業務 
□4 研修調査委員会 
【目的】研修を通して職員の意識とスキルの向上を図る 
【内容】園外研修の把握・広報、園内研修会の企画・広報・運営、研修参加者の調整 
□5 人財対策委員会 
【目的】職員の採用・定着に関する業務を担い、安定的な職員体制維持を実現する。 
【内容】見学会・採用試験の企画・広報、採用試験の実施、採用内定者のフォロー（事前課題の検討、
相談窓口）、就職前研修の企画・実施 
⑤福利厚生                                                                                      
□1 職員研修旅行に係る交通費を一部助成 
□2 資格取得に関する助成 
□3 住居手当 ※新規学卒者は入職後一年間追加補助有 
□4 職員健康診断にかかる費用 
□5 インフルエンザ予防接種にかかる費用を一部負担 
⑥職員へのメンタルヘルスサポート                                  
□1 応援ミーティングの助言者との面談の場「モモ」及び「こころの相談室」の実施（それぞれ隔月） 
⑦衛生委員会                                           



□1 衛生委員を配置し、労働者の健康障害の防止及び健康の保持増進を図る。 
□2 産業医面談 
５．権利擁護                                            
目的                                              
平成２３年の児童福祉法改正により、「被措置児童等虐待の防止」が明文化され、その徹底を図る。 
①権利擁護及び苦情解決体制                                     
□1 苦情解決委員を本園・地域それぞれ 4名体制とし、一週間に一度の苦情箱確認や聞き取りを行う 
□2 児童の意見表明の場として、学期ごとにホーム会議を行う 
□3 被措置児童など虐待の防止の説明（年度当初） 
□4 体罰禁止の説明（年度当初） 
□5 意見表明権の説明（年度当初） 
□6 権利ノートの説明（年度当初） 
□7 自立支援計画書策定時の職員による面談 
□8 職員による個別面談（年 2回） 
□9 職員向け CAPプログラムの実施 
□10 ひかりっ子相談室の実施（外部の有識者へ児童達が相談できる場/月 1回） 
□11 人権擁護のためのチェックリストの実施（年２回） 
□12 アドボケイトの導入 
６．危機管理                                             
目的                                               
管理規程に定めている事故防止規程の徹底を図り、入所児童の安心・安全を守る為、より一層の体制強
化と危機管理の徹底を図る。 
①防災                                        別紙６            
□1 防災避難訓練（通報・消火訓練含む）を毎月実施。12 月においては水俣消防署立会いのもと行い、
講評・講話や映写も実施する。 
□2 救命救急講習会の実施 
②防犯                                                
□1 利用者を対象とした防犯講話の実施。（水俣警察署生活安全課へ依頼/冬季） 
□2 職員を対象とした防犯訓練の実施。（ALSOK綜合警備保障へ依頼/冬季） 
③事故防止                                           
□1 事故防止委員会（月一回）を開き、ヒヤリハット事案の見直し、事件・事故の再発防止の為の改善
案の検討を行う。 
□2 対応委員会を年に四回開催し、事故防止委員会で検討した内容や対応について外部有識者の助言を
もらい、事件・事故の再発防止のための改善策の再検討を行う。 
７．地域交流支援                                          
目的                                              
児童と職員が様々な形で地域交流支援を積極的に行っていく。また、地域の社会資源の一つとして光明
童園を利用していただく事で施設への理解を深めていく。 
①社会交流・支援                                          
□1 ボランティア委員会を中心にボランティアの開拓、受入れを行う 
□2 卒園生を送る会など、施設に足を運んでいただける機会をつくる 



□3 広報誌「ひかりっ子新聞」を年 2回発行する（5月・1月） 
□4 ホームページの更新（行事のお知らせ及び報告・いただきもののお礼・ブログ） 
□5 パンフレットや広報誌・ホームページは、ユニバーサルデザインの理念のもと、見る方々がより分
かりやすいものにする 
□6 一時保護専用施設の設置 
②地域支援・交流                                          
□1 幼稚園や学校等のPTA活動等への場所の提供 
□2 ひかりっ子セミナーを開催し、地域や関係機関等とともに、学びを深める 
□3 ５区ハートフルへの参加 
□4 運動部活動の社会体育の移行による地域スポーツクラブでの競技指導 
□5 5 区消防団への参加 
□6 水俣市自立支援事業連絡協議会への参加 
□7 地域支援専属の家庭支援専門相談員の配置 
□8 地域支援専属の心理士配置 
□9 子育て短期支援事業専従職員の配置 
□10 児童育成支援拠点事業 
③里親支援専門相談員                                 別紙７        
□1 新規里親の開拓、里親制度普及と啓発のため、城南地域で里親制度説明会の実施 
□2 本園主催の里親サロン（年間 1回）または里親研修会の実施 
□3 ２人目の里親支援専門相談員の配置 
８．重点目標                                          
「社会的養育推進計画」において、施設は小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換が
求められている。また、高齢児の入所が増加傾向にあり、措置延長や児童自立生活援助事業による支援
継続及び、退所後の支援もこれまで以上に求められている。労働人口が減少していく中、これらのニー
ズに対応していくため、組織全体をより強化していくと同時に、計画の実現に向けた財政整備や行政等
との折衝を続け、より良い支援体制を目指す。 
①地域支援の強化                                           
□1 子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）専従職員を配置することで、「断らな
いショートステイ」の実現へとつなげる。 
□2 児童育成支援拠点事業を児童養護施設の所属とすることで、児童養護施設でのノウハウをより地域
支援のひとつとして提供しやすい組織へ。 
②児童自立生活援助事業Ⅱ型の拡充                                     
□1 児童自立生活援助事業２か所目（定員２名）の開設 
高校卒業後の進学・就労支援や、措置解除後も支援の継続や支援の再構築が必要とされる利用者に対し
て積極的な支援を実施していく。 
□2 自立支援担当職員や元担当職員とも連携し、利用者視点から見たつながりやすさを意識した支援の
提供。 
□3 所轄の児童相談所との自立支援計画に関する情報共有をより早い段階で実施する。 
③人財対策の強化                                        
□1 既存の形式にとらわれない実習生対応 
□2 地元の高校との関係構築（地元採用の強化） 



□3 保育・福祉・教育等に関する専門学科を開設している大学や専修学校との連携強化 
９．その他                                             
①後援会組織 ひかりどうえんを支える会                             
 平成 19 年 5 月より発足し、児童の自立支援のために、自動車免許取得費用や就職進学準備金、また、
緊急事態宣言による外出自粛に伴う利用者のストレス軽減のための遊戯品にかかる費用など、とても大
きな支援をいただいている。また、支える会により地域における施設への理解も深めて頂いており、今
後も積極的に広報・募集を行っていく。 



職務分掌                 別紙① 
 この職務分掌は、社会福祉法人光明童園 児童養護施設光明童園「管理規定」に定めるところの第６条【職
員の職務内容】と第７条【職員の業務分担】の規定により、作成、施行するものである。 
職名 職責 職務内容 
園
長 

【監督業務】 
施設運営の最高責任者
として、施設職員を指
揮監督し、施設運営と
施設業務の統括に当た
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【法人・施設会計管理】 
運営管理において園長
を補佐し、応用的判断
を要する業務を遂行す
る。 

□1 施設の総括的な運営管理 
□2 会計、各種契約、労務管理、苦情解決等に関する責任者 
□3 印鑑管理者（利用者の預かり金に関する印鑑含む） 
□4 給食検食業務 
□5 個人情報保護委員長 
□6 事故防止委員長 
□7 職員人事（採用、異動、昇・降格、昇・降級、任免、賞罰等）に関す
る実務 
□8 児童の安全、権利擁護、自立支援計画に関わる重要事項について決済
を行う 
□9 関係機関・団体からの協力・参加要請に適宜応じる 
□10 ハラスメント防止委員長 
□11 その他の業務 
 
□1 本部会計の経理、出納、庶務を掌る。また、それに関する記録・帳簿
等の整備及び管理業務 
□2 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□3 施設整備に関する業務 
□4 理事会の記録及び保存 
□5 利用者の遺族年金その他特殊預り金に関する出納業務 
□6 苦情解決責任者 

副
園
長 

【監督・統括業務】 
運営管理において園長
を補佐し、施設の統括
に当たる。 
 
 
 
 
 
 

□1 園長職務代理 
□2 施設運営を統括する 
□3 施設の責任者として、施設内（管理職、各リーダー、事務、各専門職、
棟・ホーム職員等との間）の連絡調整を行う 
□4 園長の委任に基づいて、職員人事（職員配置）に関する実務 
□5 園長の委任に基づいて、児童の異動（入退所、一時保護、入院、措置
延長・停止・解除等）を専決する 
□6 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□7 ハラスメント防止委員 
□8 その他の業務 



統
括
リ
ー
ダ
ー 

 【統括・相談援助業務】 
熟練者として困難業務
に当たり、支援業務の
統括と職員育成並びに
関係機関との連携に努
める。 

□1 ホームリーダーの育成を含む、担当ホームのマネジメント 
□2 管理職の指示・委任に基づいて、リーダー・各専門職と連携のもと外
部関係諸機関との連絡調整を行う 
□3 ユニットの代表者として、施設内（管理職、各リーダー、事務、各専
門職、棟・ホーム職員等との間）の連絡調整を行う 
□4 児童の入退所に関する業務  
□5 支援職員の模範となり、率先して業務を遂行する 
□6 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□7 防災・防犯等・事故防止に関する業務 
□8 苦情受付担当窓口 
□9 第三者評価受審に関する業務 
□10 熊本県養護協議会相談援助部会に所属・活動する 
＜国が示す家庭支援業務＞ 
□1 保護者等への早期家庭復帰のための業務 
□2 退所後の児童に対する継続した生活相談等 
□3 里親委託推進のための業務 
□4 養育里親における養子縁組推進のための業務 
□5 地域の子育て家庭に対する育児不安解消のための相談・支援等 
□6 要保護児童の状況の把握や情報交換を行うための協議会への参画 
□7 施設職員への助言・指導及び会議への出席 
□8 児童相談所等関係機関との連絡調整 
□9 その他の業務 

ホ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー 

【指導業務】 
高度な知識技術を習得
し、応用的判断を要す
る業務を遂行する。 

□1 ホームの責任者として、運営及び利用者支援に関わる業務を指揮する 
□2 ホームの代表者として、施設内（管理職、各リーダー、事務、各専門
職、棟・ホーム職員等との間）の連絡調整を行う 
□3 統括リーダーを補佐し、業務を分担する 
□4 棟・ホームの勤務表及び当番表作成に関する業務 
□5 棟・ホームの整備、備品の衛生、管理責任 
□6 利用者の支援及び生活指導 
□7 ホーム職員の育成 
□8 支援職員の模範となり、率先して業務を遂行する 
□9 利用者の小遣いの請求及び振り分けに関する業務 
□10 小口現金の管理・運用に関する業務（地域） 
□11 熊本県養護協議会ケアワーカー部門に所属・活動する 
□12 その他の業務 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

【指導・一般業務】 □1 リーダーを補佐し、業務を分担する 
□2 リーダー不在時にその業務を代行する 
□3 支援職員の模範となり、率先して業務を遂行する 
□4 その他の業務 



ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

【一般業務】 
通常の業務に必要な基
礎的技術を習得し、日
常業務を自律的に遂行
する。 

□1 自立支援計画票を作成し、利用者の支援・養育に当たる 
□2 ホームの運営者として、日常のルーティン業務を確実に遂行する 
□3 利用者の育成記録及び健康管理に関する記録等の管理業務 
□4 利用者の学習指導に関する業務 
□5 幼稚園・学校・地域関係行事に関する業務 
□6 利用者の小遣いに関する出納及び通帳管理等の業務 
□7 生活環境の整備・美化・維持管理を行う 
□8 ホーム会議の調整及び記録の作成  
□9 安全かつ充実した食事提供を行う 
□10 ホーム会計の管理・運用を行う 
□11 利用者の模範として相応しい身なり、態度、言葉遣い、マナーを身
につけ、実践する 
□12 施設を代表し、礼節をもって関係機関、団体、地域住民等と関わる 
□13 常に自身の支援技術と施設運営の向上を目指して、積極的に研修に
参加するなど研鑽に努める 
□14 熊本県養護協議会ケアワーカー部会に所属・活動する 
□15 その他の業務 

事
務
主
任 

【指導・一般業務】 
一般業務及び、高度な
知識技術を習得し、応
用的判断を要する業務
を遂行。 

□1 施設会計の経理、出納、庶務を掌る。また、それに関する記録・帳簿
等の整備及び管理 
□2 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□3 施設整備に関する業務 
□4 一般庶務に関する業務 
□5 施設会計出納責任者 
□6 労務担当者 
□7 事務用品及び給食用物品・児童用物品の購入に関する検収業務 
□8 熊本県養護協議会事務担当者部会に所属・活動する 
□9 その他の業務 

事
務
員 

【一般業務】 
通常の業務に必要な基
礎的技術を習得し、日
常業務を自律的に遂行
する。 

□1 施設会計の経理、出納、庶務を掌る。また、それに関する記録・帳簿
等の整備及び管理 
□2 事務主任を補佐し、業務を分担する 
□3 施設整備に関する業務 
□4 一般庶務に関する業務 
□5 事務用品及び給食用物品・児童用物品を除く、その他の物品購入に関
する検収業務 
□6 熊本県養護協議会事務担当者部会に所属・活動する 
□7 その他の業務 



心
理
療
法
担
当
職
員 

【指導業務】 
熟練者として心理的ケ
アを必要とする利用者
の支援に当たり、応用
的判断を要する支援に
対し、職員指導に当た
る。 

＜国が示す業務＞ 
□1 対象児童等に対する心理療法 
□2 対象児童等に対する生活場面面接 
□3 施設職員への助言及び指導 
□4 ケース会議への出席 
＜国が示す業務※二人目配置＞ 
□1 施設及び地域の里親・ファミリーホーム・自立援助ホーム等に対して
定期的に巡回し心理療法を行う 
＜施設独自の業務＞ 
□1 地域子育て支援事業に関する業務 
□2 熊本県養護協議会心理部会に所属・活動する 
□3 その他の業務 

里
親
支
援
専
門
相
談
員 

【相談援助業務】 
高度な知識技術を習得
し、応用的判断を要す
る業務を遂行する。 

＜国が示す業務＞ 
□1 里親の新規開拓 
□2 里親候補者への週末里親等の調整 
□3 里親への研修 
□4 里親委託の推進 
□5 里親家庭への訪問及び電話相談 
□6 レスパイト・ケアの調整 
□7 里親サロンの運営 
□8 里親会の活動への参加推奨及び活動支援 
□9 アフターケアとしての相談 
＜施設独自の業務＞ 
□1 児童家庭支援センター業務 
□2 施設内外で里親制度を周知し、理解を促進する 
□3 地域貢献活動への参加 
□4 入所児童の里親委託に関する業務及び多職種との連絡調整 
□5 その他の業務 

自
立
支
援
担
当
職
員 

 
【指導・相談援助業務】 
高度な知識技術を習得
し、応用的判断を要す
る業務を遂行する。 

＜国が示す業務＞ 
□1 自立支援計画作成への助言及び進行管理 
□2 児童の学習・進学支援、職業指導、就労支援等に関する社会資源との
連携、他施設や関係機関との連携 
□3 高校中退者など個別対応が必要な児童に対する生活支援、再進学又は
就労支援等 
□4 施設等退所前からの自立に向けた相談支援等 
□5 施設等退所者に対する継続的な状況把握及び相談支援等 
□6 その他児童等の自立支援に資する業務 
□7 必要に応じた地域の要支援家庭への訪問支援等 
＜施設独自の業務＞ 
□1 熊本県養護協議会開催の自立支援勉強会の立案と実行 
□2 卒園生への支援物資（ひかり便）・誕生日カードの郵送 
□3 その他の業務 



看
護
師 

【指導業務】 
高度な知識技術を習得
し、医療的判断を要す
る業務を遂行する。 

□1 継続的な医療的ケアが必要な利用者の健康管理および緊急時の対応 
□2 医師または嘱託医との連携 
□3 薬の管理 
□4 病欠児、早退児の観察または対応への指示 
□5 利用者の健康管理及び身体発達上の相談への対応 
□6 感染予防に関する業務 
□7 衛生管理に関する業務 
□8 水俣市医療的ケア児保育支援事業に関する業務 
□9 熊本県養護協議会看護師連絡会に所属・活動する 
□10 その他の業務 

栄
養
士 

【指導業務】 
高度な知識技術を習得
し、日常業務を自律的
に遂行できる。 

□1 入所児童の栄養管・指導及び嗜好調査等の業務 
□2 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□3 給食に関する業務の記録・帳簿等の管理保存 
□4 給食物品の発注及びそれに関する伝票などの作成 
□5 給食従事者に対しての給食業務における管理指導 
□6 給食従事者に対する保健衛生指導 
□7 給食設備、器具、備品等の衛生、管理業務 
□8 給食の検食業務 
□9 給食物品購入に関する業務 
□10 熊本県養護協議会給食担当者部会に所属・活動する 
□11 調理員リーダーの育成を含む給食室のマネジメント 
□12 その他の業務 

調
理
員
リ
ー
ダ
ー 

【指導業務】 
高度な知識技術を習得
し、応用的判断を要す
る業務を遂行する。 

□1 施設運営（予算）委員会に関する業務 
□2 栄養士との連絡調整業務 
□3 調理職員間の連絡調整 
□4 給食設備、器具、備品等の衛生・管理業務 
□5 栄養士の委任に基づいて、物品購入の検収業務に当たる 
□6 給食従事者の勤務表作成及びその調整業務 
□7 調理員の育成を含む給食室のマネジメント 
□8 熊本県養護協議会給食担当者部会に所属・活動する 

調
理
員 

【一般業務】 
通常の業務に必要な基
礎技術を習得し、日常
業務を自律的に遂行す
る。 

□1 栄養士の指示に従い、給食調理の一般業務に当たる 
□2 給食設備、器具、備品等の維持管理 
□3 熊本県養護協議会給食担当者部会に所属・活動する 
□4 その他の業務 

嘱
託
医 

 □1 入所児童及び職員の健康管理 
□2 入所児童及び職員の保健指導 
□3 入所児童及び職員の定められた回数の健康診断 

産
業
医 

 □1 職員のストレスチェックに関する対応 
□2 職員の面接指導の実施 
□3 衛生委員会への参加 

 



別紙②

役員 管理職 準管理職 統括職 指導職 上級専門職 一般専門職

副園長 リーダー

支援員

ケアワーカー

事務主任

児童育成支援

子育て短期支援

事務所

本体GC

本体GC

分園型GC①

地域小規模①

分園型GC②

地域小規模④

統括リーダー

統括リーダー

統括リーダー

統括リーダー

自立支援担当職員

給食室

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

リーダー

栄養士

リーダー

リーダー

一時保護専用

分園型GC③

事務員

調理員

ケアワーカー

ケアワーカー

ケアワーカー

ケアワーカー

ケアワーカー

ケアワーカー

ケアワーカー

支援員

理事長
監事
理事
評議員

園長

ケアワーカー

2026年度　児童養護施設光明童園　組織図

副園長

ケアワーカー

自立支援担当職員

自立支援担当職員

看護師

心理士

自立支援担当職員

地域小規模②

地域小規模③



別紙③
行事食 給食・食育 栄養 衛生

入学祝い 畑（除草作業） 栄養管理報告書提出 冷蔵庫清掃・在庫確認
春祭り 手作りおやつ 栄養給与目標設定 衛生委員会テーマ発表
幼稚園、各学校遠足 セレクトメニュー 喫食調査第1回

リクエストメニュー①
食育だより発行①

子どもの日 食育・春野菜収穫(玉葱) 必要摂取栄養量算出 冷蔵庫清掃・在庫確認
各小中学校体育大会 手作りおやつ BMI,データ作成 害虫駆除、大掃除
各高校体育祭 食育クッキング第1回目

手作りおやつ 必要摂取栄養量算出 冷蔵庫清掃・在庫確認
摂取栄養量確認

七夕 リクエストメニュー② 摂取栄養量確認 冷蔵庫清掃・在庫確認
手作りおやつ 喫食調査第2回
畑（除草作業）
食育だより発行②
ホームDEクッキング 冷蔵庫清掃・在庫確認

十五夜 手作りおやつ 冷蔵庫清掃・在庫確認

幼稚園運動会 リクエストメニュー③ BMI,データ作成 冷蔵庫清掃・在庫確認
ハロウィン 手作りおやつ 必要摂取栄養量算出
幼稚園、各学校遠足 食育だより発行③ 喫食調査第3回

報恩講 セレクトメニュー 栄養給与目標見直し 冷蔵庫清掃・在庫確認
手作りおやつ 嗜好調査アンケート
畑（除草作業）

クリスマス リクエストメニュー 摂取栄養量確認 冷蔵庫清掃・在庫確認
御節料理つくり 手作りおやつ 給食室大掃除
年越しうどん・そば 食育・春野菜苗植え(玉葱)

修正会 ホームDEクッキング 摂取栄養量確認 冷蔵庫清掃・在庫確認
七草がゆ リクエストメニュー④ 衛生講話
鏡開き 手作りおやつ

食育だより発行④
節分 食育クッキング第1回目 喫食調査第4回 冷蔵庫清掃・在庫確認
バレンタインデー 手作りおやつ 嗜好調査アンケート結果報告

雛祭り 手作りおやつ 栄養管理報告書作成 冷蔵庫清掃・在庫確認
卒園生希望食
テーブルマナー
幼稚園、各学校遠足
各校卒業祝い
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1

2

3
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12

2026年度　給食関係  事業計画
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                2026 年度 家庭支援活動事業計画            別紙④ 
１．家庭再構築支援                                                                              
□1 子どもの安心感（自尊感情を身につける・大切な人を内在化させる） 
□2 親の認知（親の自分自身の行動の振り返り） 
□3 親子の和解（親の謝罪・または親の気持ちの苦しみを職員が代弁） 
□4 品格をもって、温かく親子を受け止め、信頼し見守る・支える 
２．帰省支援・面会支援                                                                           
□1 面会・帰省の意向を持ちながら、環境的に困難な家庭のケースについて実施 
□2 面会支援については、同伴するなどし、声掛けに課題のある保護者への観察とアドバイスを行う 
□3 帰省支援については、様々な理由で施設まで迎えに来ることが出来ない場合、保護者に代わって 
自宅（待ち合わせ場所）まで児童を送迎する 

３．保護者向け 虐待防止親支援プログラム                                                        
保護者が希望した場合や児童相談所から依頼があった場合、保護者へ親支援に関するプログラムの実施 
４．親子訓練室 いろどりルームの支援                                                              
無償にて調理・宿泊の環境を支援し、家庭での生活の訓練の場を積極的に提供 
５．施設機能強化推進費運用                                                                        
家族療法事業費用の申請 
家庭療法事業：面会同行支援・帰省時送迎支援・親子訓練室活用・児童相談所での面談等で発生する 
交通費・燃料費等の申請 

月 活動内容 備考 
4 面会支援 家庭訪問 入学式ご案内 

5 
面会支援 家庭訪問  母の日カード郵送支援（希望者のみ） 
ひかりっこ通信 1号（担当挨拶・年間行事計画等）・広報誌郵送 

GW帰省・面会調整 

6 
面会支援 家庭訪問  水俣市自立支援協議会への参加  
父の日カード郵送支援（希望者のみ） 

 

7 面会支援 家庭訪問  

8 
面会支援 家庭訪問 
ひかりっこ通信 2号（長期休暇・帰省ご案内）郵送 

お盆帰省・面会調整 

9 面会支援 家庭訪問  
10 面会支援 家庭訪問  水俣市自立支援協議会への参加  
11 面会支援 家庭訪問  
12 面会支援 家庭訪問  

1 
面会支援 家庭訪問   
水俣市自立支援協議会への参加 
ひかりっこ通信 3号（新年のご挨拶）・広報誌郵送 

正月帰省・面会調整 

2 面会支援 家庭訪問  

3 
面会支援 家庭訪問 卒業式ご案内 

春休み帰省・面会調整 
不定期開催 要保護児童対策地域協議会  

 



                                     和言愛語～よろこびあえる光明童園～

2026 年度 自立支援担当職員年間活動計画 
別紙⑤  

月 主な業務内容 

４ 
□進路相談・面接・関係構築（担当ホームの児童及び職員） □自立支援部会定時総会への参加 
□みらい会議面談 □自立支援計画策定会議の調整及び進行 

5 
□支える会申請のため事前調査（ひかり便・高校 3年生、新生活準備資金/運転免許取得費用） 
□日本学生支援機構（給付型奨学金）予約申請の確認/助言 □進学・就職の方向性決定支援/新生
活の資金試算表作成 □自立支援部会自立支援勉強会への参加 

６ □自立支援部会定例会への参加 □進学・就職の方向性決定支援/新生活の資金試算表作成 

７ 
□自立支援部会定例会への参加 □OHカフェ（卒園生の集い）開催計画（支援向上委員会と協働） 
□龍谷大学/相愛大学オープンキャンパス（全養本派クラブ）参加計画作成 □高校生オープンキ
ャンパスへの引率同行 □卒園生講話の計画 

８ 
□卒園生講話開催 □進路決定（進学・就労）の支援 □職業指導員定例会への参加 
□龍谷大学/相愛大学オープンキャンパス（全養本派クラブ）参加の立案及び調整 □OHカフェ開
催（卒園生の集い）（支援向上委員会と協働）□高校 3年生希望進路先の決定支援 

９ 
□就職試験支援 □みらい会議面談 □自立支援計画策定会議の調整及び進行 □自立支援部会
自立支援勉強会への参加 □高校 3年生希望進路先の決定支援  

10 
□秋季支える会申請のための事前調査（高校 3年生追加申請、その他児童申請） 
□専門学校・大学等受験支援 □自立支援部会定例会への参加 □高校 3年生就職採用試験の支援 

11 
□二十歳のお祝いへ向けての事前打ち合わせ □中学 3年生受験先決定支援 □OH会（卒園生の
集い）の計画立案（支援向上委員会と協働） 

12 
□ひかり便（支える会）準備・発送 □OH会（卒園生の集い）開催（支援向上委員会と協働）□
中学 3年生受験先決定支援 □自立支援部会定例会への参加 □大学生/専門学校生との自立面談 

1 
□二十歳の集い対応支援 □進学及び就職予定児童の住まい探し/契約支援 □自立支援部会自立
支援勉強会への参加 

２ 
□高 3 消費者セミナー研修立案・実施 □高校 3年生一泊研修旅行計画立案 □自立支援部会定時
総会への参加 

３ 
□みらい会議面談 □自立支援計画策定会議の調整及び進行 □卒園送別会実施 □高校3年生一
泊研修旅行立案及び実施 □卒園生参拝立案及び実施（全養本派クラブ）□卒園生の退所手続き支
援 □退所者援助計画書作成 

その他
年間を
通して
の業務 

□在園児童及び職員と進路相談・面接・関係構築 
□担当ホーム児童及び職員と自立に向けた面談及び生活支援（一人暮らしに向けての習慣形成） 
□卒園、退所者の生活状況の確認（アフターケア対象：卒園 10 年/家庭復帰 5年） 
□誕生日お祝いカード作成及び郵送 
□在園児及び卒園生のアルバイト・就労支援、面談 
□進学者・就職者への各種助成金及び奨学金申請の支援（奨学金などの申請の中継ぎも含む） 
□（主に高校 3年生）一人暮らし体験計画、支援、実施場所の設備管理 
□就労/進学のため各種関係者関係機関との連携 
□外部セミナー（ブリッジフォースマイル etc.）などの外部機関へ各種申し込み及び調整、同行 

 



2026 年度 防火避難訓練年間計画 

別紙⑥ 

月 
出火想定 
場   所 

内  容 実 施 上 の 留 意 点 と 指 導 

４ 恵光館１Ｆ 
（こはく）の火災 

道路側玄関 
ガス湯沸かし器 
からの出火 

・防火組織表の説明 ・各係の確認 
・災害対策の説明 ・消火器の設置場所の確認 
・避難順路の確認 

５ 恵光館２Ｆ 
（なごみ）の火災 

キッチン 
食器乾燥機 
からの出火 

・防火組織表の再確認 
・避難順路、各係の再確認 

６ 
敷地内施設 
（旧光陽館） 
の火災 

相談室の 
エアコン室外機 
からの出火 

・初期消火の重要性について 
・非常放送をきき逃さない（避難場所の確認） 
・大雨時の危険性、避難について 

７ 事務所の 
火災 

事務所屋外 
ガス湯沸かし器 
からの出火 

・火のありがたさ、火の恐ろしさ、火災予防について 
・消火器の使用、設置場所確認 

８ 
敷地内施設 

（療育センター棟） 
の火災 

調理場からの 
出火 

・各自、係分担に従い責任を持ってあたる 
・避難の持ち出しについて 

９ 
恵光館１Ｆ 

（ショートステイ） 
の火災 

玄関外 
ガス湯沸かし器 
からの出火 

・避難後の集合状態 
・避難順路、各係の再確認 

10 
恵光館２F 

（いこい）の火災 
夜間訓練 

キッチン 
食器乾燥機 
からの出火 

・夜間時の避難における危険性の再確認 
・避難誘導の徹底 ・防火対策の再確認 
・人員の確認を敏速に行う 

11 恵光館１Ｆ 
（専門職）の火災 

玄関付近 
ガス湯沸かし器 
からの出火 

・避難誘導の徹底 
・火のとりあつかいについて 

12 恵光館２Ｆ 
（専門職）の火災 

キッチン 
食器乾燥機 
からの出火 

・各自、係分担に従い責任を持って あたる 
・消防署立会い訓練（予定） 

１ 恵光館２Ｆ 
（なごみ）の火災 

道路側玄関 
ガス湯沸かし器 
からの出火 

・避難誘導の徹底 
・各係の再確認 

２ 恵光館１Ｆ 
（こはく）の火災 

道路側 
衣類乾燥機 
からの出火 

・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 

３ 事務所２Ｆ 
療育室の火災 

事務所２Ｆ 
エアコン室外機 
からの出火 

・避難誘導の徹底 
・人員の確認を敏速に行う 

水俣消防署に年 1回出向訓練を予定している 

 



２０２６年度 里親支援活動事業計画 
別紙⑦ 

目標                                                                                           
【里親制度周知啓発活動】 
児童養護施設職員と入所児童、及び地域の関係者や生活者が「里親」のイメージができるための 
機会作りの強化 
【里親委託支援活動】 
将来的な里親委託対象候補となる児童のリストアップの強化（上半期、下半期で最低 1名） 
里親制度周知啓発活動                                                                               
（施設外） 
□１. 児童家庭支援センター職員と担当地域の全小学校訪問に同行し、里親制度の現状を報告する。 
□２. 担当地域でのイベントにおける周知活動を年 1回以上行う 
▢３．里親支援センターが行う、すまいるカフェへの協力を行う 
（施設内） 
□１. 光明童園職員による生活体験事業を紹介し将来的な里親登録を含めた土壌づくりを行う 
里親委託支援活動                                                                                  
□１．職員・児童が里親家庭のお宅を訪問し家庭養育をイメージできる機会を年 1回設ける 
□２. 前期・後期の年 2回に分けて光明童園入所児童に対し里親についてのお話をする場を作る 
▢３. 地域内の里親同士の結びつきを高めるためのサロン活動の年 2回主催実施 
□４. 施設体験をとおした未委託里親の養育意欲の向上の機会を年２回主催実施 
□５. 里親支援センターが行うフォスタリングチェンジプログラムへの協力 
その他                                                                                        
□１.里親支援先進施設訪問を行う  
  年間スケジュール    

月 特定月の活動内容 定例活動・定期活動 備考 
４ 担当地域小学校訪問 ・委託里親家庭訪問 

・未委託家庭訪問 

・里親委託等推進会議 
（大会議）年 2回開催 

年 3 回開催 
（小会議およびケース 
共有会議）隔月開催 

・県南里親会主催里親 
サロン参加 

・県南相談員連絡会（月 1） 
・担当地域での周知活動 
 

 
 
 
委託があった 
水俣・芦北地区
の里親への 
センター訪問を
呼びかけ、 
レスパイト的 
利用提案 

５ 入所児童への里親のお話 
６ 県里親会総会参加/里親支援先進施設訪問 
７ 県里親主催研修会参加 

８ 
夏期生活体験事業調整・実施 
里親会主催里親キャンプ支援 

９ 入所児童への里親のお話 

１０ 
フォスタリングチェンジプログラム協力 
里親家庭訪問 

１１ 錦町、多良木町里親周知活動/施設体験 
１２ 冬期生活体験事業調整 
１ 冬期生活体験事業実施 
２ 施設体験 
３  

 


